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令和３年度 学校法人延岡学園 尚学館中学校高等部 学校安全計画 

年間指導目標 

① 日常生活における事件・事故，災害などについての理解を深め，実際にそれらに直面した場合，的確な思

考と判断に基づいた行動選択ができる能力を育てる。 

② 日常生活に潜む様々な危険を予測し，それらの危険を回避するとともに，自他の安全に配慮した行動を

とる能力を育てる。 

③ 自他の生命を尊重し，安全で安心な社会づくりの重要性を認識して，学校のみならず，家庭および地域社

会の安全活動に貢献できる能力を育てる。 

月の重点目標 
取り組み 

生徒の安全学習 教師の指導・研修 

４月 安全な通学 

・新入生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

・専門委員会（前期）選出 

・自転車ｽﾃｯｶｰ貼付 

・学校安全計画設定 

・校内の安全点検 

・登下校時校門指導 

５月 地震発生時の対応 

・歓迎遠足 

・避難訓練（地震・津波） 

・専門員会 

 

・遠足時交通指導 

・地震・津波に対する避難経路および手順

の周知 

・登下校時校門指導 

・防火機材器具点検 

６月 梅雨期の交通安全 

・雨天時の交通安全について

（SHR） 

・熱中症予防について（SHR・体

育） 

・落雷事故防止について（体育） 

・クラスマッチ 

・専門員会 

・雨天時の交通安全についての指導 

・熱中症に対する理解 

・落雷事故防止に対する理解 

・登下校時校門指導 

・防火機材器具点検 

７月 

夏季の事故防止 

・救急法講習（高等部体育系部活

動生） 

・夏季休業中の安全について

（SHR） 

・専門委員会 

・救急法講習 

・夏季休業中の安全についての指導 

・登下校時校門指導 

・教室点検・部室点検 

・防火機材器具点検 

８月 

９月 
尚学館祭（文化・体

育の部）での安全 

・文化の部 

・健康管理について（SHR） 

・体育の部 

・専門委員会 

・文化の部の安全対策 

・体育の部の安全対策 

・登下校時校門指導 

・防火機材器具点検 

１０月 交通安全 

・交通安全について（SHR） 

・専門員会（後期）選出 

・交通安全指導 

・登下校時校門指導 

・防火機材器具点検 
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１１月 安全な登下校 

・秋季遠足 

・専門員会 

・秋季遠足中の安全について 

・登下校時校門指導 

・防火機材器具点検 

１２月 火災発生時の対応 

・避難訓練（火災） 

・冬季休業中の安全について

（SHR） 

・専門員会 

・火災に対する避難経路および手順の周知 

・教室点検・部室点検 

・登下校時校門指導 

 

・防火機材器具点検 

１月 冬季の事故防止 
・専門員会 ・登校時校門指導 

・防火機材器具点検 

２月 感染症の予防 

・インフルエンザ・ノロ・新型コ

ロナウイルスなどの感染症につ

いて（SHR） 

・専門員会 

・感染症に関する理解とその予防方法の周

知 

・登下校時校門指導 

・防火機材器具点検 

３月 年間の反省 

・クラスマッチ 

・専門員会 

・春季休業中の安全について

（SHR） 

・教室点検・部室点検 

・登下校時校門指導 

・防火機材器具点検 
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延岡警察署２２－０１１０ 

和田越交番３３－３８６０ 

校長 副校長 教頭 各部長  

当該教職員 当該担任 等 

校内での事件・事故災害発生時の対処，救急および緊急連絡体制マニュアル 

 

【危機管理の方針】 

 １ 生徒と教職員の生命を守り，安全を確保する。 

 ２ 冷静で的確な判断をし，迅速に対処する。 

 ３ 保護者および地域社会からの信頼を維持する。 

 

【事件・事故発生時の対応フローチャート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不在時 

① 副校長→②教頭→ 

→③教務部長→④生徒指導部長 

事件・事故発生 

発 見 者 

校 長 

・状況の把握 

・傷病者の状況の確認 

報告 

近くの教職員 

または生徒 

援助要請 

応急処置 

指示 

報告 

周囲の生徒への 

措置 指示 

警察署    消防署 

（１１０番） （１１９番） 

通報 

対策本部 

設置 

全生徒への 

対応 

保護者への 

対応 

教職員への 

対応 

県への 

対応 

報道機関への 

対応 

その他 

問題の背景分析 

再発防止の取り組み 

○被害生徒……………継続した心のケアを検討 

○被害生徒の保護者…誠意ある態度で対応（事実を正確に伝達） 

○加害生徒・保護者…暴力行為には毅然とした態度で対応，今後の対応は生徒・保護者の立場に立って対応 

○全校生徒……………関係生徒のプライバシーに配慮した指導，冷静に対応 

○報道機関……………関係生徒のプライバシーに配慮した説明，窓口一本化，事実を正確に伝達 
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【不審者への対応フローチャート】 

 

 

 

 

 

  

来校者 近くの教職員 
声かけ ・あいさつ 

・用件を聞く 

退去要請 

正当な理由あり 

受付に案内 

正当な理由なし 

要請に応じる 
校外退去 

組織的対応１ 

・不審者の隔離 

・他の教職員への援助要請 

・校長への報告 

要請拒否 再侵入 

警察署（１１０番） 
通報 

組織的対応２ 

・緊急校内放送 

・生徒の安全確保 

・警察等との連携 

隔離できず 

隔 離 
警察へ引渡 

組織的対応３ 

・応急手当 

負傷者発生 

警察による逮捕 
警察へ引渡 

消防署（１１９番） 
通報 
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校長 副校長 教頭 各部長 担任等 

【大地震発生時の対応フローチャート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大地震発生 

落下物からの回避を指示 
校舎内：机の下へ避難 

体育館：体育館の外へ避難 

グラウンド：校舎から離れる 

揺れ収束 

津波発生の情報収集 

津波発生なし 

生徒・教職員の被害状況の確認 

校舎等の被害状況の確認 

通常授業へ ・安全な場所への誘導 

・救急車の要請 

・保護者への連絡・引き渡し 

          等 

本館４階・５階へ誘導 

放送設備正常：校内放送で指示 

放送設備異常：ハンドマイクで指示 

・冷静に 

・迅速に 

・誘導後点呼 

津波収束 

生徒・教職員の被害状況の確認 

校舎等の被害状況の確認 

通常授業へ ・安全な場所への誘導 

・救急車の要請 

・保護者への連絡・引き渡し 

          等 

対策本部の設置 

今後の対応検討 

余震の収束まで待機させる 

津波発生あり 

被害なし 被害あり 

被害なし 被害あり 

登下校中：揺れが収まり次第高台へ避難 

バス乗車中：バスを他の交通の妨げにな

らないところで停車し、揺れが収束後、運

転手の指示に従い高台へ避難 
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・無理せず 

・冷静に 

校長 副校長 教頭 各部長  

当該教職員 当該担任 等 

・校内放送またはハンドマイク 

・火災発生場所を避けて誘導 

・点 呼 

・安否確認 

・保護者へ連絡 

【火災発生時の対応フローチャート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火災発生 

発 見 者 

・状況の把握 

・負傷者の確認 
近くの教職員 

援助要請 

通報 指示 

生徒の避難誘導 消防署 

（１１９番） 

消火可能 

対策本部 

消火活動 

グラウンドへ 

消火不可能 

・冷静に 

・迅速に 

健常者 

下校措置 

消火活動 

負傷者 

応急処置 

救急車要請 


